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   開 会  午後１時 00 分 

○生田智美議長 平成２７年度第１回女性議

会に参加しました、生田智美です。本日、議

長職を務めます。女性議会の役割は、市民と

行政が互いに手を取り合うきっかけの場、出

会いの機会だと思っています。よろしくお願

いいたします。 

本日の女性議会一般質問における資料の提

示引用につきましては、井出村仁美議員から

あらかじめ申し出があり、許可していますの

で、ご報告申し上げます。 

ただいまから、令和３年度新城市女性議会

を開会します。初めに、下江市長から挨拶を

いただきます。 

○下江市長 皆様こんにちは。市長の下江洋

行でございます。 

今日は、コロナ禍の中ではありますけれど

も、皆様のご協力によりまして、女性議会が

このように開催できますことを、心から感謝

申し上げます。女性が活躍できるまちを目指

すために、女性の皆様の視点で、女性の声を

市政に生かし、さらに、協働の輪を広げ、誰

もが安心して暮らせるまちになるようにとの

思いで、この女性議会を続けています。 

この議場という場所は、独特の雰囲気があ

ると思います。皆さんも、少し緊張されるこ

とがあるかもしれませんけれども、どうか、

それぞれの皆さんの自分らしさを出して、忌

憚のないご意見をいただければというふうに

思っております。 

さて本日は、勇気を持ってご参加いただき

ました４名の女性議員の皆様にご登壇いただ

きます。皆様のご質問に対しましては、１問

目は、私、市長がお答えさせていただきます。

そして、再質問での、個々の具体的な項目や

事業につきましては、担当部長からお答えを

させていただきますのでよろしくお願いしま

す。また、教育関連につきましては、教育委

員会の独立性を確保するという観点から、教

育長が直接答弁をさせていただくこととなり

ますので、よろしくお願いいたします。 

女性議員の皆様方は、これまで本日に向け

て、努力を重ねてこられたことと思います。

我々としても大変貴重な機会だと思っていま

すので、皆様の質疑通告書に込められた思い

をしっかり受けとめながら、市政運営に生か

せられるよう努力をして参りたいと思います。 

また、この女性議会の積み重ねが、大勢の、

女性の皆様にとってまちづくりに参加する

きっかけの場になることを願っております。

皆様とのやりとりを楽しみにしながら、ご挨

拶とさせていただきます。本日はどうぞよろ

しくお願いします。 

○生田智美議長 それではこれより女性議会

一般質問を行います。 

一般質問者の通告者は、早川涼子議員。井

出村仁美議員。原香緒里議員。仲西ハルミ議

員。以上の４名です。なお、本日、守屋伸子

議員は、都合により欠席です。 

質問の順序は、お手元に配付の、一般質問

順序表の通りです。順次発言を許可します。 

最初の質問者は、早川涼子議員。 

○早川涼子議員 よろしくお願いします。

テーマ、中学校の部活動についてです。 

私の娘はキムランニングクラブで陸上競技

に取り組んでいます。来年は中学校へ進学し、

部活動を選択しなければならないのですが、

中学校に陸上部がないことを大変残念に思っ

ています。キムランニングに所属している小

学生たちの中には、娘と同じ思いを抱えてい

る子が多く、また、キムランニングに所属し

ている中学生は、限られた時間の中で部活動

と陸上を両立させて頑張っています。 

このことをきっかけに新城市内の中学校の

部活動を調べてみたところ、小学生が習い事

として取り組んでいるクラブチーム種目との

繋がりが少ないように感じました。陸上競技

やサッカー、ダンス、スイミングなど、多く

の小学生が地域で取り組んでいる種目が、中

学校の部活動にないことを残念に思っていま

す。小学校で取り組んだ種目を、中学校の部

活動でも続けることができれば、競技力の向

上に繋がり、子供たちの可能性を広げる機会

となるものと考えています。 

しかし、児童生徒数の減少や、教職員の働

き方改革が全国的な課題となっている中、部

活動に力を入れにくい状況となっています。 

そこで、小学生が取り組んでいる地域のク

ラブチームと中学校の部活動が連携して、よ

り充実した部活動が行われるよう、以下の質

問をさせていただきます。 

一つ目、現在各中学校で活動している部活

動の種目はどのような基準で選択されていま
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すか。 

二つ目、生徒数減少により廃部になる部活

もあるようですが、この件について何か対策

は考えられておられるのでしょうか。 

三つ目、小学生が取り組んでいる地域クラ

ブチームと、中学校の部活動が連携をとるこ

とは可能でしょうか。もし可能でないのであ

れば、障害となることはどのようなことであ

ると思われますか。 

以上で質問を終わらせていただきます。よ

ろしくお願いします。 

○生田智美議長 和田教育長。 

○和田教育長 早川議員さんの方から、中学

校の部活動についてのご質問をいただきまし

た。学校教育に関わることですので、教育長

の私の方から答弁させていただきます。 

まず１問目。部活動の種目選択の基準とい

うことですけれども、各中学校では、部活動

検討委員会を設けまして、部活動のあり方に

ついて協議をしております。年度による生徒

の希望や種目の加入人数にもよりますけれど

も、多くの学校では、それまで各学校で設置

してきた部活動を継続して実施しております。

具体的には、各中学校の事情により、存続の

ための人数の基準を設けるなどして設置する

種目を検討しております。生徒の自主性を尊

重しますけれども、新たな種目を設置すると

なると、今ある部活動の維持が難しくなり、

対応に苦慮しているところでございます。 

２問目。廃部になる部活への対策というこ

とですけれども、生徒数の減少によりまして、

特にチームプレイの種目の維持ができなくな

り、やむなく廃部せざるをえないということ

が、各中学校で起こっております。現在、

チーム型スポーツで開設している市内の部活

動は、野球部と、それから男子、女子のバ

レーボールとバスケットボールです。女子ソ

フトボール部はなくなりました。 

それでも、できるだけ生徒の意思を尊重し

まして、希望する部活動ができるようにとい

うことで、複数の中学校の生徒が集まって、

合同チームを組んで、チームプレイの活動が

できるような対応をしております。本年度で

すと、野球部におきまして、新城中学校５人、

八名中学校５人、鳳来中学校４人の３中学校

の生徒１４人が集まって、合同チームを作っ

て活動しております。 

今後、生徒数がさらに減少して、複数校が

集まっても活動が困難になる場合も想定され

ます。そういうふうになりますと、学校とい

う枠を外しまして、新城市全体で集まって活

動できるような方法を現在検討しているとこ

ろでございます。 

３問目。小学校と中学校の部活動の連携に

ついてですけれども、小学生が取り組んでい

る地域クラブチームと、中学校の部活動が連

携して、希望する生徒が継続して活動できる

ようになるといいと私も思います。そのため

には、現在、文部科学省が推奨しております

地域部活動への移行が要となります。文部科

学省が言うように、生徒の希望するスポーツ

や文化活動ができるようにするには、部活動

を学校の職務として教師だけが担うのではな

くて、地域の活動として、地域人材が担うよ

うになれば、かなり柔軟な対応ができるよう

になります。加えて、中学生だけでなく、地

域の人々も参加できるようにすれば、生涯ス

ポーツの面からも共育の面からもプラスにな

ります。そのためには、指導者となる地域人

材の発掘とその報酬の予算化。地域全体から

集まりやすい活動場所の確保。市内中学校か

ら活動拠点までの移動手段の担保。中学校の

日課における部活動時間の確保などが必要な

条件となります。 

以上でございます。 

○生田智美議長 早川涼子議員。 

○早川涼子議員 お答えいただきありがとう

ございます。 

二つ目の質問の答弁に対する質問があるん

ですけども。生徒数の減少によってチームで

行う種目を行うことがちょっと困難になりと

いうことがあったんですけども、これから

もっと人数が、生徒数が減っていくことがも

う目に見えていて、そんな中で、やっぱり陸

上などの個人向けのスポーツを部活の種目に

検討していただけることはどうでしょうか。

そこを聞きたいと思うんですけども、よろし

くお願いします。 

○生田智美議長 和田教育長。 

○和田教育長 陸上部等についてはこれまで

も新城市では、いろんな部活動をやっている

生徒から希望する参加者を募って、季節的に

陸上部を創設して、駅伝大会等に備えるとい

うような形でやってきました。単独で陸上部
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というのができればいいんですけれども、そ

うなると先ほど申し上げましたような、チー

ムプレイの部活動の維持がなかなか難しくな

るというような学校もございますので、日頃

の運動部活動の中で、走るということは、基

礎体力、運動能力の増進ということで、しっ

かりと位置付けておりますので、その部分の

フォローはできるというふうに考えておりま

す。 

また、駅伝大会に備えては、特別部活動と

いうことで、陸上部をそれぞれ創設しまして、

その時期に際しては、駅伝向けの練習をする

ということがこれまで新城市では行って参り

ました。 

従いまして、各中学校の事情にもよります

が、単独で今新たに陸上部を創設するといっ

たようなことが可能かどうかということにつ

きましては、各学校の生徒数、希望数等にお

任せするという形になります。 

○生田智美議長 早川涼子議員。 

○早川涼子議員 もう一つ質問をさせていた

だきたいと思います。 

中学校に入学してから部活動を決めるにあ

たって、新一年生が、希望した部活に人数の

都合で入れず、希望してない部活へ振り分け

られるということが起こっているようなので

すが、そのことに関して、入学してからすぐ

決めなくてはいけないというとなかなか時間

もなくて、というところがあると思うんです

けども、小学生のうちから中学校の部活動を

検討するとか、小学生のうちから部活動の見

学などの機会を設けてもらって、小学生のう

ちから検討をする、アンケートを取るなど対

策をとってみてはどうかと思うのですがその

辺についてはいかがでしょうか。 

○生田智美議長 和田教育長。 

○和田教育長 今小学校において３学期を迎

えまして、６年生にとりましては、中学校で

の部活をどうするかということが、一大関心

事だというふうに思います。それで、中学校

におきましても、即４月に部活動を決めると

いうようなことはやっておりませんので、し

ばらく部活動見学や、或いは部活の仮入部等

を行ったり、或いは、保護者に対して部活動

説明会等行う中で５月中下旬、６月ぐらいに

決定するというような準備段階を設けて実施

しております。 

それから、今言われました、小学校のうち

にということにつきましては、各中学校区で、

それは可能なことだというふうに思います。

従いまして小中学校の連携の中で、そういっ

た機会を年間行事の中に設けていくと。中学

校長と、それぞれの中学校区の小学校長との

話し合いの中で、可能なことだというふうに

思いますので、是非とも実現できたらいいな

ということを思っております。 

○生田智美議長 早川涼子議員。 

○早川涼子議員 もう一つ、質問というか、

お伺いしたいことがあるんですけども、地域

部活動への取り組みに関してなんですけども、

指導者になるその地域人材の確保、報酬だと

か、そういうものがちょっとネックになると

いうお話だったんですけども、今なかなか、

市役所の方でもそうですしいろいろな企業さ

んの方でもそうなんですけども、副業という

ことが問題になってくると思うんですね。 

なかなかこれをクリアして、部活動の方に

つなげるということはすごく難しいと思うん

ですけども、やっぱり地域のスポーツ指導を

やられている方はもちろん、仕事をしながら、

自分の時間を使ってやられてる方が多く、私

が聞いた範囲での話をしてしまうと、ちょっ

と範囲が狭くなってしまって申し訳ないんで

すけども、仕事、自分のプライベートの時間

を削ってでも、子供たちに情熱を注いで、育

てていきたいと言われている指導者が私の周

りにすごくたくさんいます。私がお世話に

なってるキムランニングの木村さんなんかは

もう本当にそうやってって言っていただいて

るので、いろいろ副業等の問題もあると思い

ますけども、それを、新城市全体で、教育と

いう観点ではなくその副業ということも、力

を入れて考えてみていただけたらなと思いま

す。 

○生田智美議長 和田教育長。 

○和田教育長 副業ということについては、

今、国全体としてもそのような方向に動いて

いるという現実がございますけれども、なか

なかそれが民間で、本当に具体的になるかと

いうことについては、まだやぶさかではござ

いません。そんな中で、地域部活動を実現す

るということ、特に新城市においては、生徒

数が減少してきますので、子供たちがやりた

い、サッカーとか、野球とか、そういった
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チームプレイ、チームスポーツ等ができるよ

うになるためには、どうしても市内が一つに

なって活動しないと実現しないということに

なってくると思います。 

そうした場合に指導者をどうするかという

ことですけれども、もちろん、教師の中にも

やりたいという先生方も大勢います。そう

いった先生方と、それからやはりその道のプ

ロという方で、企業に勤めてみえる方等も多

くございます。そういった中におきましては、

企業との話し合い等におきまして、しっかり

とその時間が、報酬の面でも担保できるよう

な、ご理解をいただいてやっていかないとで

きないというふうに思います。 

また文科省が言うように、土曜日曜だけの

地域の指導者ということになると、平日の指

導者は学校であり、土日は地域でやるという

ことになると、指導者によって指導方針や考

え方等も変わってくるということになると、

子供において戸惑い等も生じますので、そう

いった面においては、指導者は一貫している

ことほうがいいというふうに思いますので、

地域部活動移行の際も、その点にはしっかり

と配慮して進めていくということが必要だと

考えております。 

○生田智美議長 早川涼子議員。 

○早川涼子議員 とても前向きな答弁ありが

とうございます。 

今回、身近な問題であると思って、部活動

のことをいろいろ調べたところ、部活動のあ

り方というものは全国的な課題になっている

ということがわかりました。これはなかなか

自分が思っていたよりも、とても深刻である

なというふうに感じました。 

そこで、教育理念に「共育」というものを

掲げている新城市であれば、地域と学校、あ

と家庭が連携することで、全国に先駆けて新

しい部活動の形を示していけるそんな予感が

すごくしています。そこにすごく期待をして

います。これから、市役所、市の方にお任せ

するばかりではなくて、子育てをしている私

自身も何かお手伝いできることがあれば、積

極的に関わって、どんどん変えることは変え

ていきたいなと思っています。 

本日は貴重なお時間をいただき、ありがと

うございました。以上で、終わらせていただ

きたいと思います。ありがとうございました。 

○生田智美議長 早川涼子議員の質問が終わ

りました。次に２番目の質問者、井出村仁美

議員。 

○井出村仁美議員 テーマ、新城市の顔、鳳

来寺山を活性化させ、世界へ誇れる観光地へ。 

私は鳳来寺山山頂駐車場売店、丸山荘の三

代目、井出村仁美と申します。若いころには

海外留学をし、そのあと横浜で働くなどして

いましたが、３年ほど前に新城市へＵターン

しました。都市部での生活を経て改めて思う

ことは、ここ鳳来寺山は、世界に発信できる

コンテンツがたくさん詰まった魅力的な場所

であるということです。私自身、鳳来寺山の

四季折々の風景や情報を、ＳＮＳを中心に発

信しています。そして、ただいま観光庁の補

助金を活用し、鳳来寺山が１００倍楽しくな

るお店の改修中です。 

新城市の観光の顔である鳳来寺山と、湯谷

温泉。その昔には１日２０００人もの観光客

が訪れていたそうです。鳳来寺山といえばも

みじ、紅葉が一般常識になっていると思いま

すが、秋だけではなく、年間を通して売り出

すことができるコンテンツがいっぱいあると

思っています。新緑の季節はとっても美しい

ので、新たな観光シーズンとして活用できる

のではないでしょうか。例えば、豊根村の茶

臼山高原は、初夏のシバザクラなど、新たな

観光資源を生み出し、多くの人が４月５月に

訪れるようになっている一方、鳳来寺山もみ

じまつりは年々観光客が減っており、このま

までは、アフターコロナのインバウンド需要

に遅れをとってしまうのではないかと危機感

を覚えております。 

鳳来寺山を全国、世界で有名な観光地にし

たい。世界で有名な観光地になることにより、

観光客が増え、新たな商いができる環境がで

きる。人が住みたくなり、お金が稼げ、生活

ができるまち。鳳来寺山から、新城市の観光

の活性化を図れたらと思います。若者が商い

に挑戦し、住みたくなるまちは観光に来る人

が多くなるという考えを持っています。 

以上のことから、現状問題として、より魅

了する鳳来寺山づくりに対しての質問と提案

をさせていただきます。 

１、登山や参拝で訪れる人が急な運動など

により心停止するような事案を、今まで何度

か見て参りました。今後、少しでも安心感が
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ある観光地とするために、鳳来寺山など、辺

鄙な場所にＡＥＤの設置をする考えはありま

すでしょうか。 

２、鳳来寺山の自然の木々は年々成長し、

鬱蒼としてきています。景観を楽しんでもら

うための保全活動が重要だと考えます。鳳来

寺の所有問題などもあるということは重々承

知ですが、今後、鳳来寺山の景観をどのよう

に維持していくお考えですか。 

景観が気になっている写真があるので、見

ていただいてもいいですか。 

（写真１枚目）こちらの写真は看板があり、

以前、昔はここから景色が見えていたのです

が、木々が鬱蒼としてきて、景色が良くなく

なってきています。 

（写真２枚目）こちらは鳳来寺山といえば、

この写真を皆さん連想すると思いますが、こ

の場所は五郎塚と言われる場所ですが、その

場所の周りにも木々が鬱蒼としてきて、写真

がどんどんとうまくとれなくなっていると、

カメラマンの友達とかはよくおっしゃいます。 

（写真３枚目）こちらは鏡岩が本来ですと、

一望して見えるはずなんですが、鬱蒼として

きて、ただの森になりつつある現状です。 

（写真４枚目）やはりここからが鳳来寺山

の写真映えスポットの一つではないかと考え

ております。 

このように私のような景観を守りたい人は

多くいると思います。ふるさと納税等活用し

て、景観を守っていただきたいと思いますが、

どのようにお考えですか。 

３、来年度４月より駐車場が市に移管する

にあたって、このままだと、せっかく駐車場

まで来たにも関わらず、駐車台数の大幅な減

少により、駐車もできない上にロータリーま

で渋滞し引き返すこともできません。駐車場

の線を引き直したり、登山客には行者越の無

料駐車場をわかりやすく案内したりするなど、

少しでも駐車台数を増やすなどのご検討をお

願いしたいが、今後どのような対策を取られ

ますか。 

また、防犯カメラを設置するということで

すが、２４時間体制で監視される方などいる

ような防犯カメラの設置になりますか。カブ

トムシが取れることで有名な場所であり、下

のゲートで締めていた頃から、夜間に駐車場

周辺にたむろしている方が年々増えているの

もご存じでしょうか。お聞かせください。 

以上で質問を終わります。 

○生田智美議長 下江市長。 

○下江市長 それでは、１問目のＡＥＤの設

置に関する質問からお答えします。一般社団

法人日本救急医療財団等により、ＡＥＤの設

置については、ＡＥＤの適正配置に関するガ

イドラインが定めてあります。それによりま

すと、１点目としまして、ＡＥＤを効果的、

効率的に活用するためには、人口密度が高い。

心臓病を持つ高齢者が多い。運動やストレス

などに伴い、一時的に心臓発作の危険が高い

など、心停止の発生頻度に直接関わる、要因

だけでなく、目につきやすいこと。救助を得

られやすい環境であることも考慮する必要が

あります。 

２点目として、居合わせた人にゆだねると

いう性質上、一定の救命率が期待される状況

下での普及を推し進めるという考え方も必要

であります。 

３点目としまして、救急隊の到着に時間が

かかる場所や、医療過疎地域等で、迅速な救

命処置が得られにくい状況に対しても、住民

のヘルスサービスの一環として、不公平が生

じないように、ＡＥＤ設置に配慮すべきであ

るとされています。 

このように様々な要件がありますので、こ

れらに配慮しながら、本市の観光の核である

鳳来寺山に安心してお越しいただけるよう、

ＡＥＤ設置に向けて検討して参ります。 

続いて２問目の景観の維持についての質問

です。初めに、文化財の面からお答えします。

鳳来寺山は、本市観光の要の一つであるとと

もに、文化財の宝庫でもあります。鳳来寺山

は、傘杉に代表される杉の古木や、モミやシ

イ、カシなど、温暖帯の原生林に全山が覆わ

れ、ラン類やシダ類にコケ類も多く植生して

います。また、鏡岩に象徴される松脂岩の分

布状況も日本随一と言われており、すぐれた

自然環境と美しい景観から、名勝と天然記念

物という２種類の国の文化財指定を、昭和６

年７月に受けています。 

そこで、この鳳来寺山の景観をしっかりと

守り、次の世代に伝えていくためには、保存

の視点に立った活動と、貴重な文化財を多く

の方々に認知していただくための活用の観点

が大切だと考えています。今ある姿をなるべ
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く変えることなく後世に伝えることが文化財

保護の基本的な考え方でありますので、樹木

伐採等はなるべく避けるべきかと思いますが、

時には景観の維持のためにやむを得ない伐採

が必要になるかと思います。その場合には、

文化財の保存と活用を十分踏まえ、所有者、

国、県の担当者や有識者の意見をいただきな

がら対応していきたいと考えています。 

また、市の財源の一つとして、ふるさと納

税の活用のご提案をいただきました。現在、

新城市では、八つの寄付金の使い道を選択す

ることができ、寄付の際には、あらかじめ使

い道を指定することが可能となっています。

例えば、ふるさとの森と水を守るための事業

では、水源林対策事業や、市民参加の森づく

り推進事業などへ。また、ふるさとの観光交

流の推進のための事業では、観光ＰＲ事業や

観光施設等維持管理事業にいただいた寄付金

を充てています。現状では、寄付金を、市内

の景観維持等に限った使い道の区分は設定し

ていませんが、これまで、新型コロナウイル

ス感染症対策などを、寄付金の使い道として

追加した経緯もありますので、必要性等を十

分考慮しながら、使い道の区分を検討してい

きたいと思います。また、個人からの寄付と

あわせ、企業版ふるさと納税制度の活用も、

財源確保の一つとして研究していければと考

えています。 

続いて駐車場に関する質問でありますけれ

ども、駐車台数の大幅減少に伴う対策であり

ますが、山頂駐車場までの道路は、県道とし

て愛知県の所管となりますので、管理上行き

止まりにすることができず、ロータリーを設

ける必要があり、山頂駐車場の駐車台数を減

少せざるをえない状況であったことはご理解

いただきたいと思います。このため、山頂駐

車場が満車になった場合には、行者越えの駐

車場を案内することを検討していきたいと思

います。 

次に、防犯カメラの設置につきましては、

２４時間監視できるものを、年度内に設置で

きるよう進めているところです。夜間に駐車

場周辺にたむろしている方が年々増えている

との情報につきましては、現在施設を管理し

ている愛知県道路公社からは聞いておりませ

んけれども、ご指摘をいただきましたので、

状況に応じて必要があれば対応して参ります。 

以上でございます。 

○生田智美議長 井出村仁美議員。 

○井出村仁美議員 １のＡＥＤに関してです

が、安心感のある観光地へ是非とも設置の検

討をお願いします。 

２番目の質問になります。せっかく駐車場

代を払ってここ鳳来寺山に来られる皆様に、

景観を楽しめるなど、写真を撮ってもらって

「映える」場所、スポットができると、この

写真が世界に拡散され、もっとたくさんの

方々が多く来ると私は願っています。実際の

ところで、この景観などを維持していくため

に、どこの部署に申請したり、お願いをした

らいいのでしょうか。 

○生田智美議長 金田産業振興部長。 

○金田産業振興部長 井出村議員さんから、

本当に鳳来寺山に対して、そういう熱い思い

を語っていただいてありがとうございます。

観光面で私の方からご答弁させていただきた

いと思っております。先ほどの文化財の関係

でありますとか、お話があったと思うんです

けども、土地の所有者の調整でありますとか、

あと、先ほど言いました文化財の保護の観点、

それから、天竜奥三河公園の特別保護地域の

指定を受けてる自然公園法の制限等もありま

すけれども、先ほど言われましたそのインス

タ映えとか、そういったお客さんが来ていた

だけるようにするためには、やはりそういっ

た整備も必要であると思っておりますので、

窓口としては、観光課の方にお話をいただけ

れば、調整をしながら対応していきたいと

思っていますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○生田智美議長 井出村仁美議員。 

○井出村仁美議員 ありがとうございます。

ぜひとも、鳳来寺山が世界に有名になる観光

地を願って私自身も頑張っていこうと思いま

す。 

ありがとうございます。以上で質問は終わ

ります。 

○生田智美議長 井出村仁美議員の質問が終

わりました。この際、再開を１時５０分とし、

休憩に入ります。 

（休憩） 

○生田智美議長 休憩前に引き続き会議を開

き、一般質問を続けます。３番目の質問者、

原香緒里議員。 
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○原香緒里議員 それでは私から、地域自治、

まちづくりにおける住民と行政の役割分担に

ついて、お話させていただきます。 

私は、長男の小学校入学をきっかけに、９

年前、京都府から夫の出身地である新城市の

舟着地域へ移住してきました。私と地域との

繋がりは、子供が通う小学校でのＰＴＡ活動

に始まり、舟着の、地域自治区予算で開催し

たイベントで、地域の女性向けに、パンづく

りの講師を務めさせていただいたり、地域協

議会の委員になったりと、徐々に関わりが深

くなってきました。今では、舟着地域協議会

の会長を務めさせていただいております。 

現在、地域協議会の運営に携わるように

なって、多くの地域活動に関わるようになり

ました。地域自治とか、地域活動というもの

に対して、今までそれほど意識して生活して

こなかったというのが正直なところですが、

地域との関わりが深くなるにつれ、地域のこ

れからは自分たちの意識や動きがとても大切

だということに気が付きました。 

地域自治という言葉は、一般の市民には難

しく、何を意味しているのか、理解すること

はとても難しいです。この先の生活がどのよ

うに変わっていくのか。自分の生活にどのよ

うな影響が考えられるのか。周りの状況に変

化に対して、どのように対処すれば幸せに暮

らし続けられるということを、もっとわかり

やすく、もっと多くの方に理解してもらわな

いと、この先の地域自治を進展させることは

できないと思います。 

地域の現状として、大都市や大都市に隣接

した一部の都市を除けば、新城市はもちろん

のこと、日本全国どこでも、少子化や高齢化、

人口減少の問題などが話題となって、すでに

何年も経過しています。新城市は、自然環境

に恵まれ、都会と比べれば、防災、防犯の面

などを見ても、子育てにはとても良い環境で

あると思います。その反面、田舎ならではの

交通や買い物の不便さをはじめ、地域がこの

まま衰退してしまう一方ではないかという不

安が大きい地域でもあります。 

私の暮らす舟着地域では、このような不便

さや不安に思っていることを話し合い、どう

したら解決に向かうかをみんなで語り合う

「茶話会」というものを、毎年のように開催

しています。この茶話会には、世代や性別、

経歴や立場などが違う住民が参加され、どう

したら不安を小さくできるのか。どうなれば、

舟着で楽しく生活を送り続けられるのかなど、

熱く語り合っています。この茶話会に参加し

てみると、多くの方も、自分と同じように感

じているんだという共感であったり、自分一

人では気づけなかった、素晴らしいアイデア

を知ることができ、とても充実した気持ちに

なれます。 

しかし、そこまで有意義に感じられた茶話

会を、毎年のように開催していても、その時

のグループワークだけが盛り上がって、結局

のところ、地域が大きく変わったとか、みん

なで新しい取り組みを始めたというようなこ

とを感じられません。それはどうしてなので

しょうか。これにはどこかに問題があり、何

らかの手だてを講じることで、動き出せるよ

うになるのではないかと考えました。 

舟着地域には、茶話会以外にも、どの地域

よりも早い時期にコミュニティ計画が策定さ

れ、その地域計画の中身は、私たち舟着の住

民が感じている地域の課題と、その課題に向

けた取り組みを、舟着の住民が集まって考え

て、作り込んだものとなっております。いわ

ば地域の将来を描いた道標です。ここまでそ

ろっている今このタイミングで一歩前に進ま

なければ、結局、今までと何も変わらない、

不安のぬぐえない地域になってしまうのでは

ないかと思い、一歩前に進むために必要なも

のを考えてみました。 

これだけ揃っていても、思うように動き出

せていないのは、どこかで他人ごととして、

誰かがやってくれるくらいに思っているから

なのではないでしょうか。地域計画には、こ

の先の舟着を暮らしやすい地域とするための

思いが詰め込んであるのですが、それでも多

くの方は、こんな計画は読んだことがないと

おっしゃられます。中には、市役所が作った

計画じゃないかとおっしゃって、自分たちの

生活に密接した大切な計画であるということ

を知りません。 

多くの時間を費やして、各方面からの協力

を得ながら作り上げている計画ですが、地域

の方に浸透せず、計画に書いてあることを行

動に移さなければ、結局は今までと変わらな

いまま、さらに人口が減って、高齢化が進み、

どうしようもできない地域になりかねません。
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そうなったときに、やっぱりあのときに動い

ておけば、と後悔しないためにも、今、自ら

動いてみようと思っているところです。 

しかし、地域活動の種類は様々で、各々活

動していただけでは、地域全体で取り組んで

いるように感じられません。個から集合体と

しての取り組みをできるようにする必要があ

ると思います。そのために、地域住民が意識

することや、行動することと、行政が意識し

て支援することとかあるはずです。そのこと

を情報共有で意識づけできたら、地域自治の

進展が期待できると考えます。 

そこで、２問質問させていただきます。 

まず最初に、地域自治を推進していくため

には、地域活動が個から集合体となっていく

ことがよいと考えます。地域の将来を考えて

動き出したいと思っている住民がいる地域に

対して、行政はどのようなサポートができる

のでしょうか。 

また、行政の押し付けでない地域自治、地

域の方が積極的に動いていける地域自治とす

るためには何が必要だとお考えでしょうか。 

○生田智美議長 下江市長。 

○下江市長 それでは１問目からお答えさせ

ていただきます。市内すべての地域自治区で

は、地域協議会を中心に地域に合った地域計

画を策定していただきました。原議員が言わ

れましたように、舟着地区では、毎年茶話会

を開催され、地域の困りごとの共有や解決に

向けた話し合いを行っていただいており、大

変頼もしく感じております。今後、地域自治

をさらに進めていくためには、地域で策定し

た地域計画を、どのように実行していくかが

重要になってくると考えています。原議員が

おっしゃられるように、地域活動が、個で行

われるよりも、それを、地域全体で行えるよ

う、連携や協力体制を作ることにより、継続

性が生まれてくるかと思います。地域自治の

さらなる推進のために、継続できる体制づく

りが大事ではないかと考えております。行政

はこのようにお考えの方々が活動しやすい地

域となるよう、仲間を増やす仕組みづくり、

負担の軽減などに対し、人的或いは資金的な

サポートをさせていただきます。実際に活動

されている方々のご意見を参考にして、何を

行政に求めているのかを探りながら、地域が

地域自治を進める上で必要としている支援策

を展開できればと思っております。 

続いて２点目の質問に対する答弁です。行

政の押し付けではない地域自治とするために

は、行政からの一方的な支援でなく、住民を

主役とした、住民や地域が望む形のサポート

を行っていくことが肝要と考えています。そ

のためには、自治に対する住民の意識、職員

の意識の醸成が必要です。 

また、地域が積極的に動くためには、人や

組織はもちろんですが、集まる場所や、活動

を広めるための手段なども必要になると思い

ます。これらの必要なこと、ものに対して、

行政のサポートを十分活用していただき、地

域の皆さんが大いに活躍していただくことを

期待しています。 

以上です。 

○生田智美議長 原香緒里議員。 

○原香緒里議員 前向きなご答弁をいただき

ありがとうございます。ご答弁いただいたこ

とを踏まえて、再質問を二つさせていただき

たいと思います。 

まず一つ目の質問に対しての答弁に対して

ですが、行政として、人的資金的なサポート

をしていただけるということでしたが、具体

的なサポートについては、住民側が何を求め

ているかを探りながらということでした。そ

れだと、スピード感に欠けてしまうように思

うんですが、相手の出方を待つのではなく、

住民と行政が同時進行して動いた方が良いと

思うんですが、住民の意見を待つことなく進

める地域自治の進展に行政の動きは、どうい

うことがあるのでしょうか。 

ということと、２問目の答弁に対してなん

ですが、住民や地域が望むサポートを行って

いくというふうにおっしゃられましたが、行

政はどちらかというと受け身な姿勢で、住民

側がもっと意識を持って行動していかなけれ

ばならないのかなというふうに感じたんです

が、このように、もっと地域に浸透させてい

くためには、どのようなことをして、意識を

高めていくというお考えがおありなのでしょ

うか。 

○生田智美議長 西村企画部長。 

○西村企画部長 原議員からご質問を２点い

ただきましたが、まず１点目ですけど、人的、

資金的なものをスムーズに投入し、もっとま

ちづくりをスムーズにということに対してで
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すが、基本的にここの人的資金的というのは、

例えば人的であれば、職員には地域活動支援

という職員がいるのはご存知だと思います。

今は比較的といいますか、現在はその地域に

住む職員の中である程度の力量を持ったと認

められるものが地域活動支援として舟着地区

でもおり、そこで指定がされておりますが、

実際のところ市外の職員もおりますので、そ

うしたものを、舟着で動こうとしているから、

どうだろうかというような働きかけをしてい

くことも一つなのかなというふうには思って

おります。 

あと資金的な部分とすると、ご存知のよう

に、活動交付金だとか、自治区予算だとか、

めざせ明日のまちづくり事業補助金だとか、

そうした資金的なサポートは、いろんな種類

がございます。この、例えば地域活動交付金

にしても、もちろん原議員もご存知だと思い

ますけれども、もちろん舟着地区にお住まい

の方が中心になって行っていただいており、

現在、申し込みで、落選しちゃうような方も

おみえになるぐらいで、それを十分に使って

いただいてる状況は理解をしているんですが、

その中で、ルールとして舟着地区、その地域

に住んでいる方が何名以上という形でありま

すので、外の人間、よそ者をそこの中に入れ

て活動するということも可能であります。 

一時期、私が自治振興課長をやっていた時

には、愛知大学の学生にその地域に入っても

らって、その地域の魅力だとか、地域の人

じゃ感じられない、若者の視点でのその魅力

というのをアピールしながら外に発信をした。

その時に、インスタのやり方がわからないか

ら、地域の人に教えたりだとか、そうした交

流の中で進めてきた経過もございますので、

そうしたサポートの仕方もあるのかなという

ふうに思っております。 

二つ目の行政の押し付けではない地域自治

については、行政はどうしても受け身に取ら

れがち、これにはいろいろ理由がございまし

て、市民自治というのは、基本的には行政が

あれやってこれやってというものではないの

は、一番ご存知だと思います。そうした部分

で、住民の方に寄り添って、その様子を見な

がら、実はそこの部分はこういうサポートが

できるよっていうような形で、その活動をサ

ポートしたりだとか、そういうような、今動

きをしておりますので、どうしてもそのよう

な形で受け取られがちなのかなというふうに

思います。 

しかしながら、非常に、これからそうした

地域の方の動きというのはとても大事でござ

いますので、また、そうした相談が、私ども

にちゃんと届くような仕組といいますか、例

えば、原議員に限らず、地域の人はですね、

市役所に気軽に何か相談に来れるような雰囲

気というのも、一番大事なことだと思います

し、ちゃんと寄り添った、市民自治というも

のができるように、進めて参りたいと思いま

す。ちょっと答えになっているか分かりませ

んが、すいません。 

○生田智美議長 原香緒里議員。 

○原香緒里議員 ありがとうございました。 

そうですねいろいろ活動するのは、本当難

しいことだなというのは日々感じております。

でも今日質問させていただいてご答弁いただ

いたことをもとに、これからはその地域と、

市であったり行政の方が一緒にというかうま

くこう手を取り合って、良いまちづくりとい

うか、地域づくりをしていけたらいいなとい

うふうにすごく感じました。 

以上で終わります。今日はありがとうござ

いました。 

○生田智美議長 原香緒里議員の質問が終わ

りました。次に４番目の質問者、仲西ハルミ

議員。 

○仲西ハルミ議員 テーマ、子育て環境の整

備について。 

私は現在、３人の子どもを育てています。

夫の仕事の転勤が多く、長女は名古屋、次女

は岐阜の中津川、そして長男は新城に来てか

ら、去年の６月に生みました。今は夫が単身

赴任中で、私はいわゆる「ワンオペ育児」に

日々奮闘しているところです。 

私は新城をとても暮らしやすいところだと

感じています。いずれは、私たち夫婦も生涯

を新城で過ごしたいと思っており、子供達も

そうであってほしいと思っています。しかし、

他のまちでの子育ての経験から、新城での子

育てについて感じていることがあります。 

まず、休日や雨の日などに、子供の遊ぶと

ころが少ないところです。名古屋などでは

ショッピングセンターの中にキッズスペース

やキッズルームがあり、室内で子供を遊ばせ
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ることができました。恵那市では、小学生以

下が午後６時まで遊べる児童センターが４か

所以上ありました。しかし、新城では、その

ようなところがあまりありません。城北子育

て支援センターは私も利用しておりますが、

時間が午前９時から午後３時と短く、休日や

祝日はお休みのところがほとんどです。雨の

日や休日、平日の夕方からでも、小さい子供

と一緒に遊びに行けるところがあればいいと

思っております。 

また、女性の悩みを気軽に相談できるシス

テムが必要だとも思います。特に今はコロナ

禍で、子供の有無を問わず多くの女性が悩み

を抱えています。私が岐阜にいたときは児童

センターに相談窓口があり、悩みを聞いても

らうことで気持ちが楽になりました。同じよ

うな悩みや不安を持つ友達ができ、アドバイ

スし合うこともできました。市も女性向けの

相談窓口を設置してくれてはいますが、時間

の制限もあり、なかなか気軽に相談に踏み出

せない方もいると思います。対面や電話と

いったリアルタイムでの相談だけではなく、

ＳＮＳで質問を投げかけたり、情報を入手し

たりはできないでしょうか。思春期の悩みや、

性に関する知識、産前産後の心身の負担と疲

労など、どこに相談していいのか分からない

まま過ごしている女性たちに寄り添い、サ

ポートしていくことが重要だと思います。 

以上の考えから質問させていただきます。 

一つ目。休日や雨の日も子どもを連れて遊

びに向けて、夕方からも利用できる児童セン

ターなどの施設を増やすことはできませんか。 

二つ目。子育てのことや、女性特有の悩み

を気軽に相談できる場所や、コミュニティを

つくることはできますか。ＳＮＳの活用も含

めて伺います。 

三つ目。男性の育児参加も積極的に推進さ

れています。子供を連れた男性がおむつ替え

や授乳スペースなど気軽に利用できる、そう

いうスペースを整備することはできますで

しょうか。 

以上の３点お聞きします。質問を終わりま

す。 

○生田智美議長 下江市長。 

○下江市長 それでは、１問目からご答弁さ

せていただきます。 

本市では、子供を連れて遊びに行ける場所

として、児童館と子育て支援センターを設置

しています。長篠にある児童館たんぽぽは月

曜日から土曜日、鳥原児童館は火曜日から日

曜日のいずれも午前９時から午後５時まで開

館しています。また、子育て支援センターは、

城北こども園、作手こども園、そして児童館

たんぽぽに併設されており、いずれも平日の

午前９時から午後３時まで開館しています。

そのほかに、子供を連れて行ける場所として、

新城図書館は、月末と第３月曜日以外の、毎

日午前９時から午後８時まで開館しています。

ご質問のあった、休日や夕方からも利用でき

る施設につきましては、児童館及び新城図書

館をご利用いただければと思います。 

なお、施設を増やす提案については、すぐ

お答えを示すことはできませんが、利用され

る方々の声を聞きながら検討して参りたいと

思います。 

次に、２番目の質問であります。長引くコ

ロナ禍で社会的な繋がりが希薄になっている

現在において、身近な地域で相談しやすい環

境を整えることが必要な支援だと考えており

ます。本市において、子育てのことや、女性

特有の悩みを気軽に相談していただける場所

としては、新城保健センターや新城助産所、

こども未来課の子育て世代包括支援センター

があります。面接や電話のほか、メールでの

相談にも応じており、今後はＬＩＮＥなどの

ＳＮＳの導入についても取り組んで参りたい

と考えています。新城保健センターでは保健

師が、新城助産所では助産師が、子育て世代

包括支援センターでは保育士が、それぞれ専

門の知識と経験に基づきご相談に乗らせてい

ただきますので、お気軽にお声をかけていた

だければと思います。 

また、子育て支援センターや児童館でも、

職員が相談に応じておりますし、来所した

方々が悩みを共有し、一緒になって子育てを

楽しんでいただいております。 

なお、来年度に子育て座談会を計画してい

ますので、大勢の方にご参加いただき、子育

てのコミュニティづくりにも繋がっていけれ

ばと願っています。 

次に、３点目の質問についてですけれども、

まず、教育施設についてお答えします。現在、

多くの小さなお子様にご利用いただいており

ます新城図書館では、１階の多目的トイレに
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ベビーベッドを設置し、おむつを替えていた

だけるようにしています。またドリームサロ

ンでは、壁とカーテンで仕切った授乳室を設

け、室内のソファーに座ってゆっくりと授乳

やおむつ替えを行っていただけるようにして

おり、どちらのスペースも男女を問わずにご

利用いただけます。今現在、未整備の施設に

あっては、各施設の利用状況等を踏まえて、

どのような対応が必要か検討して参ります。 

次に、観光施設についてお答えします。桜

淵公園再整備事業において、左岸側の公衆ト

イレに仲西議員の言われるスペースを整備し

ています。今後、市が所管する観光施設の改

築、改修を行う際には、整備を検討して参り

たいと考えています。 

以上です。 

○生田智美議長 仲西ハルミ議員。 

○仲西ハルミ議員 ご回答ありがとうござい

ます。 

まず一つ目の質問に関してのご回答をして

いただいたのですが、私が以前住んでいまし

た恵那市では、図書館もある児童センターが

ございました。中では、子供たちが元気に遊

べるところで気軽に連れて行けました。岐阜

県恵那市にあります元気プラザというところ

でした。参考にしていただけたらなと思いま

す。 

二つ目の質問に対してなのですか、子育て

情報ナビさくらのホームページを見て、相談

してみりんというページを見てみたのですが、

画面が、心健康相談をクリックしますと、画

面がメインに戻りまして、先ほど言っており

ました専門の方々が相談に乗ってくださるこ

となどの情報が載っておりませんでした。ど

こを見ればそういった情報が載っていますで

しょうか。 

こういったことは気軽に聞けることではあ

りません。さくらに載せていただくことはで

きませんか。 

○生田智美議長 滝川健康福祉部長。 

○瀧川健康福祉部長 今、先進地のですね、

これまでお住まいのところの事例というのを

お示しいただいて、そうした施設があるので、

そういったことを参考にしてくださいねとい

うのを教えていただいたと思います。所管の

部署でもいろんな先進事例の方は研究はして

おりますけれども、せっかく仲西議員さんか

らお教えいただいたので、そういったところ

も参考にしながら、今後の取り組み方に生か

していきたいと思います。 

あと子育て情報誌のさくらさんの件なんで

すけども、これがボランティアといいますか、

有志の皆さんで作っていただいてる組織で運

営されているものでありますので、いろんな

情報を、市の方にこんなことはどこに相談し

たらいいのかということを載せたいんだけど

ということを、いろいろご相談に乗りながら、

この情報誌の整備についてはご協力はさせて

いただいているんですけれども、市がやって

るわけではないですので、そうした声をお届

けしたいと思います。また、お気軽にいろん

な話をこのさくらの方も乗ったり、一緒に活

動したり、こちらでもインスタグラムだとか、

フェイスブックだとかいろんなものをやって

るようですので、情報を一緒になってあげた

りして、子育てを一緒になって楽しんでいけ

るような、そんなところでご協力いただけれ

ばいいのかなっていうふうにも思いました。

よろしくお願いします。 

○生田智美議長 仲西ハルミ議員。 

○仲西ハルミ議員 ありがとうございます。

あと２番の質問に対してなんですが、専門の

方々が相談に乗ってくださることなどの情報

が載っていればと思うので、ホームページや、

さくらさんはボランティアですが、そういう

のが、気軽に検索というか、ＬＩＮＥなどが

始められるということなので、これもちょっ

と活用していただきたいなと思います。 

三つ目の質問に対してですが、整備改善さ

れることに関して、特に桜淵公園は周りから

よく聞いておりましたので、整備改善される

ことをとてもうれしく思います。去年花見に

行ったときよりも、気軽に行けるような気が

します。ぜひ、改修したことをＰＲしていた

だければ、より利用がしやすくなるとも思い

ます。 

今後、新城市で子育てを楽しみたいとも

思っております。ありがとうございます。 

○生田智美議長 仲西ハルミ議員の質問が終

わりました。以上で通告者の質問が終わりま

した。女性議会一般質問を終了します。 

それではここで、長田新城市議会議長から

本日の講評をいただきます。長田議長、お願

いいたします。 
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○長田新城市議会議長 まず冒頭、ようこそ

議会へという言葉を述べさせていただきたい。

そして、皆様方の勇気ある一歩を心より感謝

したいと思います。皆様方が思うほど本日の

皆様方の議員の一歩はこのまちにとって、小

さくないということを確信しております。 

個々の議員の皆様の一般質問の内容は、こ

れまで議会で同様の議論がされました。そう

した中で、今後も議会としても、所管の委員

会がきっと話していくだろうし、そして政策

提言していく議題だと思っております。そう

した問題提起をしていただいて、感謝の方、

申し上げたい。 

また、改めて大きな一歩とお願いしたいの

が、４年に１度、このまちは市長選市議会議

員選挙があります。その場にも大きな一歩、

皆様方の女性議員の皆様が、勇気を持って踏

み出していただければ、これほど合わせてう

れしいことは一議員としてありません。 

そんな中で、自身のまちづくりに対する考

え方は、仮に、１０対１の意見の食い違いが

あっても、１が間違っているとは決して思っ

ていない。理科系の有名なカオス理論ではバ

タフライエフェクト、要は、北京で蝶が、１

羽羽ばたくと、ニューヨークでは竜巻が起こ

ると。要は、何気ない一言何気ない疑問から、

そして何気ない提案から、このまちで大きな

うねりが起こって思いがけない効果を生む。

そんな、皆様方の一般質問ではなかったかと

改めて感じております。 

そうした中で、早川議員の、部活動に関す

る質問、これは自身も同じ世代の子どもを持

つ親として、同様の思いでいっぱいです。ス

ポーツクラブだけではなくて、文化部も、そ

の点も併せて考えていく必要がある。今後の

部活動のあり方は、議会でも同様の議論がさ

れておりますが、やはり教師の負担も考えな

ければいけないだろうし、いろんな形がある。

そんな中で、どこかで腹を割って話す機会が

必要ではないかと、それが学校なのか、子供

会なのか、ＰＴＡなのか。それは自身もわか

りかねるところもありますが、そうした、子

供たちが笑顔になる。そんな、活動の芽を摘

むということは決して許すべきではないと私

は思っております。そうした中で大人がきち

んと腹を割って、どこかで話す機会、そうし

たものを議会としても作りたいと思いますし、

地域としても作っていただければ幸いです。 

井出村議員。まさしく私も鳳来寺山がこの

まちにとって、大きな財産であり、そして観

光資源だと思っております。私から、お願い

したいことがあります。開山１３００年祭に、

幻の能鳳来寺という素舞台をやりました。自

身、ＮＰＯ団体と協力して、その鳳来寺に舞

を付け、完成しました。その完成披露が２年、

今できなくなっております。そういった中で、

改めて鳳来寺山に関わりある人と協力して披

露の方、展開していければと思っております。 

また、夜間利用なんですが、星空の好きな

方から、４月になって、鳳来寺山はとても星

空が綺麗だというお話を聞きました。そうし

た工夫もぜひ、夜空を見上げるそんな時間が、

自身もあってもいいし、きっと多くの人に来

ていただける可能性が、そうしたことでもあ

ると、夜間開放であると思っておりますので、

そんな施策も一緒に考えていただければと

思っております。 

原議員の質問です。明るさと、優しさで、

きずなを結ぶ舟着の里、これが舟着の地域自

治区のテーマだと思っております。実際に舟

着だよりを、同じ中学校区に住むものとして、

楽しみに拝見しております。その中で、本日

の質問の答えが、皆様方で気づいているはず

だと思っております。よりよい舟着にするた

めに動くのは、住んでいる、自分たちだ。こ

の思いを広げていただければ、このまちの地

域自治区が変わって、きっと、議員の言われ

た質問の答えにきっとなるかと思います。 

また、あわせて、お願いがあるんですが、

井戸端会議にぜひ呼んでいただければ、喜ん

で参加いたしますので、自身の、この中学校

区にかける思い、そんな言葉を少し聞いてい

ただければ幸いです。 

仲西議員。やはり子育てというのは大変だ

と思います。昔がよかっただとか、今がどう

だと、家族の形が変わって、私はどちらが正

しいとか、それを言うつもりはありません。

そんな中で、子育てに不安を抱える、そんな

お母さまお父さまおじいさまおばあさまが、

そうした方々がないように、それが、子供が

地域の宝、この町の宝を守る一つの方法だと

思います。 

議員の提案のあった、えなっこステーショ

ン、これ恵那市の有名な、アプリだと思って
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おります。こうしたアプリを、新城市もきっ

と導入できるはずだと思っております。恵那

市のアプリは、自身も勉強させていただいた

ことがあって、非常にわかりやすくて、この

まちにも導入できないかなと常々思っており

ます。 

そうしたアプリで、このまちの子育ての不

安だとか、変えて欲しいところ。そうしたと

ころが、皆様方の意見が届くようになればい

いと心より自身も思っております。 

最後になりますが、まちを変えるのは、若

者、よそ者、馬鹿者などと言われますが、私

は決してそうは思っていない。この町を、ど

れだけ思うか。そうした普通の人々、皆様方

のように、このまちを思う気持ちの強い方が、

このまちを変えていくと確信しております。 

改めて、このまちを今以上に、好きになっ

ていただくことをお願いして、議長からの講

評とさせていただきます。本日はありがとう

ございました。 

○生田智美議長 ありがとうございました。 

女性議会も今年度で６回目。計４７名の女

性が参加されてきました。 

回を重ねるごと、私の質問はどうなってい

るのとか、パフォーマンスに過ぎない、と厳

しい声が、参加した多くの女性から聞こえて

くるのも事実です。行政側が、提言されたこ

とを真摯に受けとめ、答えることはもちろん

です。しかし、市長始め、教育長、各部長の

方々に、意見を述べられる、こういったパ

フォーマンスの舞台が用意されていることに、

私は感謝しています。 

私たちは、選挙で選ばれた議員ではありま

せん。あくまでも市民です。されど市民です。 

女性議会は、まちづくりの参加の第一歩で

す。この女性議会に立ったことで、質問した

以上、責任が生まれます。提案したからこそ、

自分自身がその先頭に立ち、市民の立場から、

問題の解決策を探し、実行することが大切だ

と思っています。言いっ放しは駄目です。批

判や評論なら誰にでもできます。 

新城市には、活動交付金制度や、地域自治

区制度があります。令和３年度活動交付金事

業の申請団体は６４件だそうです。コロナ禍

の前は１００件以上あったそうです。こうし

て市民が一人一人、新城のために、新城を良

くしようと思って、皆さんが活動しているこ

とがあります。 

他にも新城市には市民が行政にかかわれる

様々な事業があります。例えば、新城市市民

まちづくり集会、その集会には、女性議会参

加者が実行委員に参加しています。何より、

昨年の秋、女性議会に参加した方が、本物の

市議会議員になったということがあります。

それこそが、この女性議会の実績で、本当に

素晴らしいことだと私は思っています。 

今後も市民の輝けるパフォーマンスの舞台

であり続けて欲しいと思っています。 

以上をもちまして、令和３年度新城市女性

議会を閉会いたします。皆さん、お疲れ様で

した。 


